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１． はじめに 

近年，SDGs やパリ協定などが採択されて再生可

能エネルギーに注目が集まっており，今後も導入

量の増加が見込まれている。しかし，太陽光発電に

おいて電波障害の報告が挙がっている[1-2]。その原

因の一つとして，太陽光発電設備を構成する PV モ

ジュール内の配線（バスバー配線）が挙げられる[3]。

筆者らは，バスバーの折り曲げ段数を変化させる

と周辺磁界が小さくなることを有限要素法による

解析によって明らかにした[4]。また，電波暗室内に

おいて配線形状が放射電界強度に与える影響を明

らかにし，有限要素法による解析と同じ傾向の結

果を得ることができた[5]。次の取り組みとして，放

射電界強度の指向性を調査することにした。しか

し，筆者らが使用していたバスバー配線形状の模

擬モデル（EUT：Equipment Under Test）は，実験環

境的に指向性を測定できるサイズではなかった。

そこで，新たに大きさの異なる小型の EUT を作成

し，EUT の大きさが放射電界強度に与える影響と

放射電界強度の指向性を調査した。 

本稿では，EUT の大きさの違いが放射電界強度

に与える影響，および EUT の指向性を報告する。 

２．EUT の大きさと放射電界強度の関係 

本章では，EUT の大きさと放射電界強度の関係

について述べる。図 1(a)に折り曲げ段数 2 段時，

(b)に折り曲げ段数 3 段時の EUT における模式図

を示す。また，表 1 に大小 2 つの EUT の寸法を示

す。 
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図１ EUT の模式図 

 

表１ EUT の大きさ 

 Small Model Big Model 

A 50mm 90mm 

B 200mm 270mm 

２．１．実験方法  

図 2 に実験環境を示す。測定は，電波暗室内で

行い，EUT とループアンテナの間距離 ℓ は 3m と

した。55kHz-2MHz の放射電界強度はスペクトラム

アナライザで各 EUT に対して 2 回測定した。本稿

では，1 回目の測定結果（100kHz-2MHz）のスペク

トルを記載する。スペクトラムアナライザの設定

値は，VBW：120kHz，RBW：100kHz とした。 

 

図２ 実験環境 
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EUT へ加える波形は，ファンクションジェネレ

ータで周波数：10kHz・デューティ比：80％の方形

波を発生させ，パワーアンプにより，70Vp-p へ増幅

した信号を使用した。 

２．２．実験結果  

図 3に実験結果を示す。どちらの EUTも 0.2MHz-

1MHz 間で折り曲げ段数 3 段時の放射電界強度が

5dBμV/m-10dBμV/m 程度低い傾向となった。これ

は，先行研究の有限要素法による解析と同じ傾向

の結果[4]を示している。つまり，EUT の大きさに

関係なく形状を変更することで放射電界強度の低

減が可能であるという知見を得られた。 

 

図３ EUT の大きさと放射電界強度の関係 

３．配線形状と指向性の関係 

前章では，EUT の大きさに関係なく配線形状に

よって放射電界強度に違いが出ることを確認した。

本章では，折り曲げ段数が異なる EUT の指向性に

ついて述べる。 

３．１．実験方法 

本実験は，前章の“Small Model”を対象として，

電波暗箱内で行った。ループアンテナの給電点と

EUT の中心間距離 ℓ は 0.5m とした。また，ターン

テーブルを用いて図１の α軸を中心に 0度から 355

度まで 5 度ごとに 55kHz-2MHz の周波数スペクト

ルを測定した。その他の実験条件は 2.1 節と同様に

した。 

３．２．実験結果 

図 4 に代表値として，(a)600kHz 時と(b)1MHz 時

における実験結果を示す。2 つの図より，放射電界

強度に若干の違いはあるが，同じような指向性を

示すことがわかった。また，90 度や 270 度付近で

は折り曲げ段数 3 段の放射電界強度が大きい。こ

れは，同地点付近において，ループアンテナと EUT

の距離が近くなるためであると考える。図 1 の β

と γ は，各 EUT の中心と端部までの距離を示して

いる。β と γ の距離を比べると β の方が短くなっ

ている。ループアンテナ-EUT の端部間距離は ℓ と

β，γ の差であり，この距離は ℓ-γ の方が大きくな

る。以上ことからも，折り曲げ段数 3 段時に近く

なっていることがわかる。 
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(a) 600kHz              (b)1MHz  

図４ EUT の指向性 

４．まとめ 

本稿では，EUT の大きさが放射電界に与える影

響および，EUT の指向性を明らかにした。放射電

界強度の実験より，EUT の大きさの違いが放射電

界強度に差異を生じさせ，0.2MHz 以上の周波数に

おいて，折り曲げ段数 3 段時の放射電界強度が小

さくなることわかった。また，指向性の実験より，

周波数が指向性に与える影響は小さいことがわか

った。 

今後は，折り曲げ段数の異なる PV モジュールを

製作し，発電中における放射電界の測定を行い，配

線形状が放射電界に与える影響を調査する。 
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